
国への提案事項

○ 建設分野におけるＤＸの推進に係る財政措置及び技術的支援

建設分野のあらゆる段階において、デジタル技術を最大限に活用し、官民が連携
してインフラ（公共土木施設等）をより効果的・効率的にマネジメント（管理・運営）

することにより、新たなサービス・付加価値の創出や県民の安全性・利便性の向上、

建設分野の生産性向上などを実現するため、安定的・持続的な財政措置、技術的

支援を図ること。

特に次の取組について、重点的に配慮すること。

【提案先省庁：内閣府、総務省、財務省、国土交通省】

４ 県民の安全・安心な暮らしの基盤づくり

（２）社会資本整備の推進 ②建設分野のＤＸの推進

・ 国や県が取り組んでいるICT活用工事など、生産性向上に資する取組の市町も含めた県内

全体への普及・拡大や、これらを下支えするため、中国インフラＤＸセンターなどの活用による県・

市町職員、建設事業者のデジタルリテラシー向上に向けた研修等の取組

・ 自然災害が激甚化・頻発化する中、被災状況の迅速な把握に有効な３次元点群データの

定期的な国土全域取得と自治体等が活用できる仕組みの構築

・ 道路法面の崩落予測や洪水予測の高度化などリスク情報の提供、データの蓄積とＡＩを活用

した分析による予測保全の導入など、段階的に技術を構築する取組

・ データ連携基盤の市町共同利用や機能拡張等に係る継続的な財政的支援
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課 題現状／広島県の取組

○ 国は、令和５年８月に「インフラ分野のＤＸアクション

プラン２」を策定し、「インフラの作り方の変革」など３つ

の観点で組織横断的に一層のインフラ分野のＤＸを

推進しており、ICT活用などによる建設現場の生産性

向上の加速、除雪現場の生産性等の向上、国土

交通データプラットフォームをハブにしたデジタルツイン化

などに取り組んでいる。

○ 本県では、令和３年３月に建設分野のＤＸ施策を

とりまとめた「広島デジフラ構想」を策定し、目指す姿を

実現するため様々な取組を推進している。

○ 具体的には、データ連携基盤（DoboX）のオープン

データが研究、防災分野などに幅広く利用※されて

いるほか、水害リスクラインなど災害リスク情報の高度化、

ICT活用工事など建設分野の生産性向上の推進、除雪

作業支援システムの導入などに取り組んでいる。

※約７万データ/月が大学・民間等で利用（令和７年度）

○ これらに加え、県・市町職員を対象とした各種研修、

さらには経験の少ない建設事業者を対象とした講習

会や現場見学会など、人材育成にも積極的に

取り組んでいる。

４ 県民の安全・安心な暮らしの基盤づくり

（２）社会資本整備の推進

②建設分野のＤＸの推進

● 国や県が取り組んでいるICT活用工事など、

生産性向上に資する取組の市町も含めた県内

全体への普及・拡大や、デジタル技術を活用し

た予測保全など、新技術を導入・実装し、課題

解決を図っていく取組についても支援が必要。

● 建設事業者や県・市町の行政職員など、全て

の関係者のデジタルリテラシーの向上と習熟度に

応じた人材育成の更なる充実・強化が必要。

● 激甚化・頻発化する自然災害から被害を防止

又は軽減させるためには、デジタル技術やデータ

を活用し、災害リスク情報等の的確な発信など、

ソフト対策のさらなる充実・強化が必要。

● 自然災害発生後の迅速な状況把握のため、

被災前後の対比に必要な３次元点群データの

定期的な蓄積が必要。

● データ連携基盤構築後も持続可能なサービス

が提供できるよう、機能改善を行うとともに、利用

ニーズの高いデータの提供や、市町共同利用に

よるデータ一元化・利用促進を図ることが必要。
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